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養護教諭からの
提言！

資料編１ ・目次★

・資料編作成にあたって

・保健学習と保健指導で子どもが変わる

・ 健康教育プラン」とは「

・授業づくりのポイント

・家庭との連携のポイント

資料編２ ・第４学年「健康教育プラン」★

資料編３ ・保健指導１（ホップ 「わたしたちの誕生」実践例★ ）

・ わたしたちの誕生」指導案「
・ わたしたちの誕生」ワークシート「
・通信

資料編４ ・保健学習（ステップ 「育ちゆく体とわたし」実践例★ ）

・ 育ちゆく体とわたし」指導案「
・ 育ちゆく体とわたし」ワークシート「
・通信
・資料「ミニ絵本『大人へのパスポート 」』

資料編５ ・保健指導２（ジャンプ 「１／２成人式」実践例★ ）

・ １／２成人式」指導案「
・ １／２成人式」ワークシート「
・通信

「健康教育プラン」で
子どもが変わる！
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子どもの健康資料編作成にあたって
のために！

今次、改訂された学習指導要領の体育科（体育領域）では小学校３・４学年の保健学習
が新たに加わりました。各教科の時数が削減される中で保健学習が増えたことは健康教育
の必要性や健康に関する課題解決の重要性が配慮されたものと思われます。

本研究では 保健学習」の前後に「保健指導１ 「保健指導２」を行うステップアップ型「 」
の学習プランを「健康教育プラン」として作成しました。

「健康教育プラン」で学習を進める中、心も体も健康で元気な子をはぐくむために「担
任と協力（Ｔ・Ｔ）して保健指導１（ホップ）保健学習（ステップ）保健指導２（ジャン

） 」「 」「 」プ と児童の学びをステップアップさせる 養護教諭の専門性を生かす 家庭との連携
を重点として授業づくりの工夫と授業実践に取り組んだものです。

授業づくりで工夫した点は次のとおりです。
①年間計画の作成の工夫
②学習方法の工夫
③指導体制の工夫
④学習指導案の工夫
⑤ワークシートの工夫
⑥教材の精選・作成工夫
⑦評価の工夫

暗中模索の実践でありましたが、保健学習と保健指導を関連させた総合単元的な「健康
教育プラン」での実践は、子どもたちが自分の心と体をみつめ自己認識を深めることで意
識や行動を変容させ、確かな学びの深まりや広がりがありました。また将来にむけての心
と体の健康の大切さも認識することができ、心と体の健康づくりに取り組む元気な子ども
をはぐくめることがわかりました。

置籍校の富岡市立黒岩小学校の先生方にはご理解とご協力をいただき、第４学年担任の
神戸香奈江先生には大変お世話になりました。心から感謝申し上げます。

本資料編は、これから保健学習や保健指導を取り組む場合の参考になれば、うれしく思
います。ご意見やご指導をいただきたいと思います。

平成１７年３月
群馬県総合教育センター
長期研修員 大谷由カ里

担任と協力！保健学習と保健指導で子どもが変わる

児童の健康課題から
担任と養護教諭が協力して と をする・・・「保健学習」 「保健指導」

ジャンプ

保健指導２
ステップ

保健学習
ポップ

保健指導１

「健康教育プラン」で健康教育
子どもが変わる！プラン
保護者が変わる！！

元気がない？！
担任 養護教諭
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誰でもできる！「健康教育プラン」とは

学びの過程を重視 心と体をみつめ自己認識を深める
第３～６学年

枠組みは各の保健学習の
！単元のねらい 学年共通

と保健指導で
児童の実態や
発達段階に即

保健指導したプランを
２では・・・立てる！
保健学習で
学ぶ楽しさ
や喜びを感
じた内容・保健学習
知識・考えでは・・・

知識の伝達にな を実生活へ
らないよう、児童 の行動につ
の「もっと知りたい」 なげるため
という学習への意 の児童の願
欲を引き出すため いや思いを
に、主にライフスキ 込めた学習
ル学習や精選・作 活動を展

成した教材を 開する。保健指導１では・・・
活用する。 児童自身が心や体をみつめ、また成長や生活

を振り返り健康課題の解決への鍵を求めて、
ねらいにそった学習活動を展開する。

やってみよう！授業づくりのポイント

(ホップ＋ステップ＋ジャンプの実践例）１ 年間計画の作成を工夫すること

学習は一単元を
集中して学習！

実践にあたっては養護教諭と担任が協力しながら
年間計画の中に位置づけて授業を行う。

め
ざ健康教育プラン
す
児
童ステップアップ型の学習プラン
像

心
と学びの広まり 保健指導２ ジャンプ（ ）
体
を
み自
つ学びの深まり 保健学習（ステップ） 己
め認
る識
元の
気保健指導１（ホップ） 深
なま
子り

児童の実態・発達段階、地域の実態

保健学習と保健指導を
関連させた総合単元的

ステップアッに進める
の学習プランプ型

担任との協力関係の
養護教諭の専門中で

授業づく性を生かす
りプラン

を図っ家庭との連携
て進めるプラン



－4－

※保健学習（ステップ）で行うと効果的！２ 学習方法を工夫すること

保健学習（ステップ）において,ライフスキル学習を取り入れる

身につけさせたいスキ やりやすいよう練 振り返りをしながら 家庭と連携して実生活の中教師の
ルと技法を説明する。 習させる。 改善し練習する。 で生かせるよう支援する。支援

説明 練習 改善 実生活
フィード

バック
学習方法を理解 「やってみよう！」 振り返りをして 実生活の中で児童の
する。 と練習をする。 改善する。 生かせる。学び

ブレインストーミング モデリング ロールプレイング ケーススタディ

よりよく生きるために必要な技術的能力を育成すること

３ 指導体制を工夫すること

※ホップ・ステップ・ジャンプ共通

担任との協力授業（Ｔ・Ｔ）で実施

・担任の指導力をアップする。
・養護教諭のもつ専門性を発揮する。
・担任と養護教諭のそれぞれのメリット
をよりよく活用する。

・授業前後に２人で授業分析や授業改善
のための振り返りができるのでよりよ
い授業づくりができる。

４ 指導案を工夫すること

★保健学習（ステップ）の指導案

作成のポイント
小単元ごとにで何を作成のポイント

学習指導要領解 理解さるか、つけさ
説書を熟読し、 せたい力は何かをし
保健領域の目標 っかり押さえる。

。内容を把握する

作成のポイント
評価は、絶対評
価、相対評価、

作成のポイント個人内評価に求
める評価基準を で行う場合に教師T･T
設定する。 の支援がより学習

効果をもたらし、児
童の学ぶ意欲を高め
させる。 の支TI・T2
援をわかりやすくす作成のポイント

学習意欲を高める るため主となる指導
ような発問の工夫 者を太線で表示す
をする。 る 。
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ワークシート ○年○月○日
単 元 名・ 題 材 名○○○ ○○○

○○小学校 ○年○組○番 名前○○○○

、

★保健指導（ホップ・ジャンプ）の指導案

作成のポイント
自校の児童・

作成のポイント地域の実態や
保健室の状況 で行う場合、教師の支援がより学習効T･T
を十分にふま 果をもたらし、児童の学ぶ意欲を高めさせ
える。 る。 の支援をわかりやすくするためTI・T2

主となる指導者を太線で表示する。

作成のポイント 作成のポイント
子どもが本音を 子どもが主体的
出させるような 取り組める活動に
発問の工夫をす るために支援の工
る。 をする。

作成のポイント
作成のポイント子どもが自らの

現在及び将来の 活動の成果は、
よりよい自分を もとより活動の
考える活動を取 過程についても
り入れる。 重視する評価と

したい。

５ ワークシートを工夫する

※ホップ・ステップ
作成のポイント・ジャンプ共通
児童が学習の
記録を記しや
すい吹き出し
や印をつける
ものなどとい
った工夫をす
る。

作成のポイント 作成のポイント
楽しく学べる 活動にクイズ
ことを基本に ・チェックな
活動を考える。 どを取り入れ

る。その結果
を記入する欄
を設けるとよ
り自分のを実
感できるもの作成のポイント

今後の生活に役 となる。
立てる評価とし
たい。

作成のポイント
保護者や教師
の励ましの言
葉が児童の実
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※ホップ・ステップ・ジャンプ共通６ 教材の精選・作成を工夫する

※ホップ・ステップ・ジャンプ共通７ 評価の工夫をすること

○児童用：ワークシートに自己評価の欄を設ける。
○教師用：評価シートを作成する （▼ 評価シートでの評価は評定の参考にする ）。 。
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重要です！Ⅴ．家庭と連携するポイント

※ホップ・ステップ・ジャンプ共通

○児童が学んだことを実生活で生かせる 家庭との連携を図る（フィードバック）

・家庭の理解と協力を得る（指導前後の「通知」や「通信」の発行）
・授業公開する（授業参観日の実施）

★事前通知

作成のポイント
作成のポイント家庭の協力を得るた

めにねらいや趣旨を 授業日を知らせ
書く。 ることで家庭で

話題となる。
また、授業参観

、への促しになり
保護者の協力が
得られる。

作成のポイント
体のこと、ブライバ
シー ふれることも
あるので、指導にあ

作成のポイントたる配慮も記入。
することをわか
りやすく明確に
保護者にお願い
書いておく。

★事後通信

作成のポイント 作成のポイント
わかりやすいネー 写真を載せる
ミングをつける。 と授業をイメ

ージしやすい。

作成のポイント
授業の中での作成のポイント

実践に関わる家 つぶやきや発
庭へのお願いも 言を載せる！
書くと、より効
果的である。


